
令和４年９月29日（木曜日）
晴天のもと、山形保育園の運動会が行なわれました。
コロナ禍で各種イベントが中止となる中、こども達

の明るく楽しい歓声に心が和みました。
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○
令
和
４
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　
　
歳
入
歳
出
総
額
に
31
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
38
億
４
千
169
万
円
６
千
円
と
す
る
も
の
。

○
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決

を
得
ず
契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
以
下
の
12
議
案
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

○
平
成
25
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
備
品
の
買

入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
買
入
れ
に

つ
い
て

○
令
和
２
年
度
除
雪
ド
ー
ザ
の
買
入
れ
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
除
雪
ド
ー
ザ
の
買
入
れ
の
変
更
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
除
雪
ド
ー
ザ
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　
以
上
の
議
案
は
い
ず
れ
も
予
定
価
格
が
700
万
円
を

超
え
て
お
り
、
本
来
各
年
度
で
議
会
の
議
決
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
が
、
職
員
の
認
識
不

足
、
チ
ェ
ッ
ク
不
足
で
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で
過
去
10
年
分
の
案
件
に
つ

き
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、議
案
47
号
（
●
印
）
は
、

当
初
の
契
約
金
額
に
自
賠
責
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い

た
た
め
、
そ
れ
を
除
い
た
金
額
で
契
約
し
直
す
と
の

こ
と
で
議
決
し
ま
し
た
。

　
職
員
各
位
に
は
条
例
を
熟
知
し
、
職
務
に
精
通
す

る
プ
ロ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
無
い
よ
う
に

願
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
に
お
い
て
も
改
め
て
法
令

や
条
例
を
理
解
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
心
が
け
る
所
存
で
す
。

令
和
４
年
　第
３
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
７
月
21
日
開
催
）

令
和
４
年
　第
３
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
７
月
21
日
開
催
）

令
和
４
年
　第
４
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
８
月
19
日
開
催
）

令
和
４
年
　第
４
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
８
月
19
日
開
催
）

承
　
　
　
認

議
　
　
　
案

議
　
　
　
案

令和３年度一般会計決算　２億7,654万円の黒字
さらなる適正な予算執行を!!

国民健康保険特別会計歳出
後期高齢者医療特別会計歳出
介護保険特別会計歳出
清水高原簡易水道特別会計歳出
水道事業会計　　給水収益
下水道事業会計　下水道使用料

10億3,313万円
8,408万円

6億6,453万円
1,654万円

1億8,204万円
1億5,739万円

執行率 99.7%
執行率 99.9%
執行率 91.9%
執行率 94.6%

給水人口　　　8,503人
水洗化人口　　8,549人

一般会計歳出内訳 執行率 94.6%

総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産費
商　工　費

8億8,509万円
13億3,598万円
3億6,430万円
1億7,300万円

5,812万円

21.5%
32.5%
8.8%
4.2%
1.4%

土　木　費
消　防　費
教　育　費
公　債　費
そ　の　他

4億2,487万円
1億3,916万円
3億4,104万円
3億1,006万円

8,527万円

10.3%
3.4%
8.3%
7.5%
2.1%

健全化判断比率　実質公債費比率 7.3%  前年比で0.1%上昇していますが基準値(25%)内
資金不足比率　　２公営企業会計及び清水高原簡易水道特別会計において、資金不足なし

○
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　○
令
和
３
年
度
山
形
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
清
水
高
原
簡
易
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
総
額
に
１
億
９
千
754
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
40
億
３
千
924
万
２
千
円
と
す
る
も

の
。

○
令
和
４
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
４
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

○
令
和
４
年
度
山
形
村
清
水
高
原
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
総
務
費

○
転
出
転
入
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
29
万
１
千
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
殺
菌
消
毒
業
務
委

託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
220
万
円

○
地
域
活
性
化
起
業
人
負
担
金
　
　
　
503
万
３
千
円

　
民
生
費

○
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
関
連
工
事
　
　
　
　
154
万
円

　
衛
生
費

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
費

２
千
418
万
３
千
円

　
農
林
水
産
費

○
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業
　
748
万
２
千
円

○
松
く
い
虫
被
害
対
策
緊
急
伐
倒
処
理
工
事

193
万
６
千
円

　
土
木
費

○
道
路
舗
装
補
修
整
備
等
工
事
　
　
　
　
　
300
万
円

　
教
育
費

○
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
実
行
委
員
会
費
△
218
万
２
千
円

 

○
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

○
「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
育
予
算
の
増

額
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

○
「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等

支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を

長
野
県
知
事
に
求
め
る
請
願
書

　
そ
れ
ぞ
れ
、
意
見
書
を
国
・
県
に
提
出
す
る
も

の
と
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
　
　
小
林
　
正
幸
氏
（
下
大
池
）

○
令
和
４
年
度
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業６

千
820
万
円

　
令
和
４
年
度
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
自
家
用
受

変
電
設
備
機
器
更
新
工
事
　
　
　
　
522
万
５
千
円

　
令
和
４
年
度
舗
装
修
繕
工
事
　
　
　
845
万
９
千
円

　
　
な
ど
８
件
を
発
注
。

　
　
総
額
は
９
千
225
万
４
千
580
円
。

○
令
和
４
年
度
公
用
車
な
ど
３
件
を
購
入
。

　
　
総
額
は
１
千
466
万
６
千
960
円
。

　
令
和
４
年
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会
が
９
月

６
日
開
会
し
、20
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
決
算
認
定
な
ど
（
報
告
１
件
、
同

意
１
件
、
認
定
７
件
、
請
願
３
件
、
議
案
６
件
）

を
審
議
し
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

令
和
４
年
　
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会

令
和
４
年
　
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会

ま
た
ま
た
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
弄
さ
れ
た
夏

ま
た
ま
た
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
弄
さ
れ
た
夏

ま
た
ま
た
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
弄
さ
れ
た
夏

報
　
　
　
告

認
　
　
　
定

補
正
予
算
の
主
な
事
業

議
　
　
　
案

請
　
　
　
願

同
　
　
　
意

工
事
の
発
注
状
況

備
品
の
購
入
状
況

2３



○
令
和
４
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　
　
歳
入
歳
出
総
額
に
31
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
38
億
４
千
169
万
円
６
千
円
と
す
る
も
の
。

○
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決

を
得
ず
契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
以
下
の
12
議
案
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

○
平
成
25
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
備
品
の
買

入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
買
入
れ
に

つ
い
て

○
令
和
２
年
度
除
雪
ド
ー
ザ
の
買
入
れ
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
除
雪
ド
ー
ザ
の
買
入
れ
の
変
更
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
度
庁
内
LAN
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
除
雪
ド
ー
ザ
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　
以
上
の
議
案
は
い
ず
れ
も
予
定
価
格
が
700
万
円
を

超
え
て
お
り
、
本
来
各
年
度
で
議
会
の
議
決
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
が
、
職
員
の
認
識
不

足
、
チ
ェ
ッ
ク
不
足
で
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で
過
去
10
年
分
の
案
件
に
つ

き
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、議
案
47
号
（
●
印
）
は
、

当
初
の
契
約
金
額
に
自
賠
責
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い

た
た
め
、
そ
れ
を
除
い
た
金
額
で
契
約
し
直
す
と
の

こ
と
で
議
決
し
ま
し
た
。

　
職
員
各
位
に
は
条
例
を
熟
知
し
、
職
務
に
精
通
す

る
プ
ロ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
無
い
よ
う
に

願
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
に
お
い
て
も
改
め
て
法
令

や
条
例
を
理
解
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
心
が
け
る
所
存
で
す
。

令
和
４
年
　第
３
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
７
月
21
日
開
催
）

令
和
４
年
　第
３
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
７
月
21
日
開
催
）

令
和
４
年
　第
４
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
８
月
19
日
開
催
）

令
和
４
年
　第
４
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

（
８
月
19
日
開
催
）

承
　
　
　
認

議
　
　
　
案

議
　
　
　
案

令和３年度一般会計決算　２億7,654万円の黒字
さらなる適正な予算執行を!!

国民健康保険特別会計歳出
後期高齢者医療特別会計歳出
介護保険特別会計歳出
清水高原簡易水道特別会計歳出
水道事業会計　　給水収益
下水道事業会計　下水道使用料

10億3,313万円
8,408万円

6億6,453万円
1,654万円

1億8,204万円
1億5,739万円

執行率 99.7%
執行率 99.9%
執行率 91.9%
執行率 94.6%

給水人口　　　8,503人
水洗化人口　　8,549人

一般会計歳出内訳 執行率 94.6%

総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産費
商　工　費

8億8,509万円
13億3,598万円
3億6,430万円
1億7,300万円

5,812万円

21.5%
32.5%
8.8%
4.2%
1.4%

土　木　費
消　防　費
教　育　費
公　債　費
そ　の　他

4億2,487万円
1億3,916万円
3億4,104万円
3億1,006万円

8,527万円

10.3%
3.4%
8.3%
7.5%
2.1%

健全化判断比率　実質公債費比率 7.3%  前年比で0.1%上昇していますが基準値(25%)内
資金不足比率　　２公営企業会計及び清水高原簡易水道特別会計において、資金不足なし

○
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　○
令
和
３
年
度
山
形
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
清
水
高
原
簡
易
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
総
額
に
１
億
９
千
754
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
40
億
３
千
924
万
２
千
円
と
す
る
も

の
。

○
令
和
４
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
４
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

○
令
和
４
年
度
山
形
村
清
水
高
原
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
総
務
費

○
転
出
転
入
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
29
万
１
千
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
殺
菌
消
毒
業
務
委

託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
220
万
円

○
地
域
活
性
化
起
業
人
負
担
金
　
　
　
503
万
３
千
円

　
民
生
費

○
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
関
連
工
事
　
　
　
　
154
万
円

　
衛
生
費

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
費

２
千
418
万
３
千
円

　
農
林
水
産
費

○
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業
　
748
万
２
千
円

○
松
く
い
虫
被
害
対
策
緊
急
伐
倒
処
理
工
事

193
万
６
千
円

　
土
木
費

○
道
路
舗
装
補
修
整
備
等
工
事
　
　
　
　
　
300
万
円

　
教
育
費

○
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
実
行
委
員
会
費
△
218
万
２
千
円

 

○
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

○
「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
育
予
算
の
増

額
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

○
「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等

支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を

長
野
県
知
事
に
求
め
る
請
願
書

　
そ
れ
ぞ
れ
、
意
見
書
を
国
・
県
に
提
出
す
る
も

の
と
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
　
　
小
林
　
正
幸
氏
（
下
大
池
）

○
令
和
４
年
度
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業６

千
820
万
円

　
令
和
４
年
度
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
自
家
用
受

変
電
設
備
機
器
更
新
工
事
　
　
　
　
522
万
５
千
円

　
令
和
４
年
度
舗
装
修
繕
工
事
　
　
　
845
万
９
千
円

　
　
な
ど
８
件
を
発
注
。

　
　
総
額
は
９
千
225
万
４
千
580
円
。

○
令
和
４
年
度
公
用
車
な
ど
３
件
を
購
入
。

　
　
総
額
は
１
千
466
万
６
千
960
円
。

　
令
和
４
年
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会
が
９
月

６
日
開
会
し
、20
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
決
算
認
定
な
ど
（
報
告
１
件
、
同

意
１
件
、
認
定
７
件
、
請
願
３
件
、
議
案
６
件
）

を
審
議
し
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

令
和
４
年
　
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会

令
和
４
年
　
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会

ま
た
ま
た
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
弄
さ
れ
た
夏

ま
た
ま
た
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
弄
さ
れ
た
夏

ま
た
ま
た
、

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
弄
さ
れ
た
夏

報
　
　
　
告

認
　
　
　
定

補
正
予
算
の
主
な
事
業

議
　
　
　
案

請
　
　
　
願

同
　
　
　
意

工
事
の
発
注
状
況

備
品
の
購
入
状
況

2３



５ ４

ご
と
通
知
を
出
し
て
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う

依
頼
を
し
て
い
る
。
未
加
入
世
帯
の
方
に
も
、
新
し

い
組
織
に
参
加
し
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
般
質
問
は
９
月
8
日
に
行
な
わ
れ
議
員
６
人

が
登
壇
、
村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
質
問
時
間
は
一
人
当
た

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
６
人
が

村

政

を

問

う

り
40
分
に
短
縮
、
マ
ス
ク
着
用
・
こ
ま
め
な
休
憩

時
間
を
挟
み
、
議
場
内
の
換
気
に
配
慮
し
て
行
な

わ
れ
た
。

　
　
　
地
図
上
で
50
世
帯
位

　
　
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

な
ど
し
て
「
防
災
の
み
」
に

特
化
し
た
組
織
の
構
築
・
支

え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
時
点
の
構
想
で
は
あ
る
が
、
自
主
防
災
会

　
　
自
体
の
数
は
そ
の
ま
ま
で
、
１
防
災
会
の
中
を

50
〜
100
位
の
世
帯
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
た
組
織
に
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
組
織
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
各
区
の
区
長
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
へ
出
向
き
説
明
を
し
、
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
災
害

時
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
も
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
防
災
に
関
し
て
連
絡
班
未
加
入
世
帯
へ
の
対

　
　
応
・
対
策
は
。

　
　
　
現
在
、
連
絡
班
に
入
っ
て
い
な
い
世
帯
が
941

　
　
世
帯
あ
る
。
連
絡
班
未
加
入
世
帯
に
は
、
世
帯

春日　仁議員

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

村長新
た
な
自
主
防
災
組
織
の
構
築
は

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
山
形

　
　
村
１
村
と
し
て
行
政
を

行
な
っ
て
い
け
る
と
思
う
か
。

　
　
　
全
国
全
て
の
市
町
村

　
　
で
、
こ
れ
か
ら
加
速
化

す
る
人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

５
か
ら
10
年
位
で
は
、
現
状
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い

と
は
思
う
が
、
20
年
、
30
年
先
の
未
来
予
測
と
な
れ

ば
、
国
全
体
の
状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
一
般
会
計
の
基
金
状
況
及
び
目
的
に
つ
い
て

　
　
は
、
積
立
基
金
、
定
額
運
用
基
金
の
２
つ
に
分

類
さ
れ
る
。
令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
積
立
基
金
は
、

26
億
２
千
971
万
円
、
定
額
運
用
基
金
は
、
７
千
895
万

７
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
は
。

　
　
　
基
金
ご
と
に
積
立
、
取
り
崩
し
の
目
的
が
異

　
　
な
る
が
基
金
条
例
に
沿
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
村
の
基
金
条
例
及
び
地
方
財
政
法
を
遵
守
し

　
　
て
基
金
の
運
営

を
行
な
っ
て
欲
し
い

が
、
行
政
を
運
営
し

て
い
く
の
に
十
分
な

基
金
残
高
か
。

　
　
　
老
朽
化
が
進

　
　
む
公
共
施
設
の

こ
と
を
考
え
る
と
、

余
裕
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
状
況
で
あ
る
。

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、当
面
は
現
状
を
維
持
す
る

村長自
立
宣
言
の
そ
の
後
と
村
長
の
考
え
は

総 合 防 災 訓 練

小林幸司議員

山形村役場庁舎

　
　
　
今
現
在
、
原
材
料
の

　
　
高
騰
・
原
油
価
格
の
上

昇
や
円
安
な
ど
、
農
家
は
大

変
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
春
に
は
資
材
・
農
薬
の
値

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
早
急
な
支
援
を
考
え

て
欲
し
い
。

　
　
　
連
絡
班
組
織
に
委
任

　
　
形
式
と
な
っ
て
い
る
各

種
募
金
や
寄
付
金
の
集
金
シ

ス
テ
ム
は
、
毎
年
定
例
的
に

繰
り
返
さ
れ
る
取
組
み
の
た

め
「
前
例
踏
襲
」
傾
向
が
潮
流
で
協
力
願
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
絡
班
組
織
が
近
年
著
し
く
弱
体

化
が
進
捗
す
る
流
れ
の
中
で
、
連
絡
班
加
入
・
未
加

入
世
帯
間
で
の
不
公
平
感
の
鬱
憤
が
増
幅
し
、
折
角

の
地
域
福
祉
や
義
援
・
救
援
の
精
神
が
置
き
去
り
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
実
は
放
置
で
き
な
い
。
連
絡
班
未

加
入
世
帯
向
け
に
、
募
金
・
寄
付
金
の
拠
出
要
請
は

行
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
現
在
は
、
未
加
入
世
帯
向
け
に
公
共
施
設
の

　
　
玄
関
に
広
報
誌
と
一
緒
に
、
募
金
等
の
チ
ラ
シ

を
一
定
の
期
間
を
定
め
て
掲
示
し
て
い
る
。

　
　
　
各
連
絡
班
、
役
員
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、

　
　
会
費
化
し
て
拠
出
対
応
す
る
流
れ
が
主
流
だ
が
、

本
来
尊
重
さ
れ
る
べ
き
「
個
人
の
自
由
意
志
」
の
侵

害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
対
応
は
。

　
　
　
周
知
文
に
は
任
意
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

　
　
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
絡
班
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　
　
　
各
種
募
金
や
寄
付
金
の
対
応
方
針
を
今
一
度

　
　
点
検
し
な
が
ら
、
新
た
な
集
金
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
協
議
会
の
推
進
を
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る

　
　
地
域
と
そ
こ
に
住
む
住
民
が
、
ど
の
よ
う
な
関

係
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、
地
域
住
民
と
の

十
分
な
議
論
を
し
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
協
働
の

取
組
み
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
国
や
Ｊ
Ａ
に
よ
る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

　
　
業
」
活
用
を
要
請
し
て
い
る
。
今
後
、
県
内
市

町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
村
の
主
力
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
し
て
、
今

　
　
後
検
討
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
は

何
か
。

　
　
　
ま
ず
は
農
地
の
遊
休
荒
廃
地
化
が
挙
げ
ら
れ

　
　
る
。
特
に
田
ん
ぼ
や
山
際
の
農
地
が
荒
れ
て
い

る
の
で
、
効
率
的
な
利
用
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
担
い
手
育
成
や
経
営
継

承
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
と
若
手
農
家
の
橋
渡
し
が
で
き

る
新
た
な
協
力
体
制
づ
く
り
も
検
討
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

　
　
　
村
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
消
防

　
　
団
詰
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
イ
ラ
ス
ト
や
文
章
を

描
く
な
ど
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
分
団
長
会
な
ど
で
話
題
に
し
て
い
き
た

　
　
い
。
消
防
団
は
火
災
だ
け
で
な
く
日
頃
の
防

火
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
自
然
災
害
や
地
震
災

害
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
有
事
の
際
に
村
民

の
助
け
と
な
っ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
積
極
的
に

広
報
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大月民夫議員

消防団詰所

村
単
独
の
支
援
を
現
在
は
考
え
て
い
な
い

村長原
材
料
高
騰
に
苦
労
す
る
農
家
へ
の
支
援
を

今
年
６
月
号
の
公
民
館
報
で
活
動
を
紹
介
し
て
い
る

村長消
防
団
活
動
を
も
っ
と
村
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
は

連
絡
班
へ
委
任
の「
募
金・寄
付
金
」

等
の
集
金
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

時
代
に
合
っ
た
、新
し
い
協
働
の
取
組
み
議
論
が
必
要

村長 ＱA
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ご
と
通
知
を
出
し
て
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う

依
頼
を
し
て
い
る
。
未
加
入
世
帯
の
方
に
も
、
新
し

い
組
織
に
参
加
し
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
般
質
問
は
９
月
8
日
に
行
な
わ
れ
議
員
６
人

が
登
壇
、
村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
質
問
時
間
は
一
人
当
た

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
６
人
が

村

政

を

問

う

り
40
分
に
短
縮
、
マ
ス
ク
着
用
・
こ
ま
め
な
休
憩

時
間
を
挟
み
、
議
場
内
の
換
気
に
配
慮
し
て
行
な

わ
れ
た
。

　
　
　
地
図
上
で
50
世
帯
位

　
　
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

な
ど
し
て
「
防
災
の
み
」
に

特
化
し
た
組
織
の
構
築
・
支

え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
時
点
の
構
想
で
は
あ
る
が
、
自
主
防
災
会

　
　
自
体
の
数
は
そ
の
ま
ま
で
、
１
防
災
会
の
中
を

50
〜
100
位
の
世
帯
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
た
組
織
に
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
組
織
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
各
区
の
区
長
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
へ
出
向
き
説
明
を
し
、
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
災
害

時
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
も
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
防
災
に
関
し
て
連
絡
班
未
加
入
世
帯
へ
の
対

　
　
応
・
対
策
は
。

　
　
　
現
在
、
連
絡
班
に
入
っ
て
い
な
い
世
帯
が
941

　
　
世
帯
あ
る
。
連
絡
班
未
加
入
世
帯
に
は
、
世
帯

春日　仁議員

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

村長新
た
な
自
主
防
災
組
織
の
構
築
は

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
山
形

　
　
村
１
村
と
し
て
行
政
を

行
な
っ
て
い
け
る
と
思
う
か
。

　
　
　
全
国
全
て
の
市
町
村

　
　
で
、
こ
れ
か
ら
加
速
化

す
る
人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

５
か
ら
10
年
位
で
は
、
現
状
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い

と
は
思
う
が
、
20
年
、
30
年
先
の
未
来
予
測
と
な
れ

ば
、
国
全
体
の
状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
一
般
会
計
の
基
金
状
況
及
び
目
的
に
つ
い
て

　
　
は
、
積
立
基
金
、
定
額
運
用
基
金
の
２
つ
に
分

類
さ
れ
る
。
令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
積
立
基
金
は
、

26
億
２
千
971
万
円
、
定
額
運
用
基
金
は
、
７
千
895
万

７
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
は
。

　
　
　
基
金
ご
と
に
積
立
、
取
り
崩
し
の
目
的
が
異

　
　
な
る
が
基
金
条
例
に
沿
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
村
の
基
金
条
例
及
び
地
方
財
政
法
を
遵
守
し

　
　
て
基
金
の
運
営

を
行
な
っ
て
欲
し
い

が
、
行
政
を
運
営
し

て
い
く
の
に
十
分
な

基
金
残
高
か
。

　
　
　
老
朽
化
が
進

　
　
む
公
共
施
設
の

こ
と
を
考
え
る
と
、

余
裕
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
状
況
で
あ
る
。

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、当
面
は
現
状
を
維
持
す
る

村長自
立
宣
言
の
そ
の
後
と
村
長
の
考
え
は

総 合 防 災 訓 練

小林幸司議員

山形村役場庁舎

　
　
　
今
現
在
、
原
材
料
の

　
　
高
騰
・
原
油
価
格
の
上

昇
や
円
安
な
ど
、
農
家
は
大

変
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
春
に
は
資
材
・
農
薬
の
値

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
早
急
な
支
援
を
考
え

て
欲
し
い
。

　
　
　
連
絡
班
組
織
に
委
任

　
　
形
式
と
な
っ
て
い
る
各

種
募
金
や
寄
付
金
の
集
金
シ

ス
テ
ム
は
、
毎
年
定
例
的
に

繰
り
返
さ
れ
る
取
組
み
の
た

め
「
前
例
踏
襲
」
傾
向
が
潮
流
で
協
力
願
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
絡
班
組
織
が
近
年
著
し
く
弱
体

化
が
進
捗
す
る
流
れ
の
中
で
、
連
絡
班
加
入
・
未
加

入
世
帯
間
で
の
不
公
平
感
の
鬱
憤
が
増
幅
し
、
折
角

の
地
域
福
祉
や
義
援
・
救
援
の
精
神
が
置
き
去
り
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
実
は
放
置
で
き
な
い
。
連
絡
班
未

加
入
世
帯
向
け
に
、
募
金
・
寄
付
金
の
拠
出
要
請
は

行
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
現
在
は
、
未
加
入
世
帯
向
け
に
公
共
施
設
の

　
　
玄
関
に
広
報
誌
と
一
緒
に
、
募
金
等
の
チ
ラ
シ

を
一
定
の
期
間
を
定
め
て
掲
示
し
て
い
る
。

　
　
　
各
連
絡
班
、
役
員
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、

　
　
会
費
化
し
て
拠
出
対
応
す
る
流
れ
が
主
流
だ
が
、

本
来
尊
重
さ
れ
る
べ
き
「
個
人
の
自
由
意
志
」
の
侵

害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
対
応
は
。

　
　
　
周
知
文
に
は
任
意
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

　
　
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
絡
班
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　
　
　
各
種
募
金
や
寄
付
金
の
対
応
方
針
を
今
一
度

　
　
点
検
し
な
が
ら
、
新
た
な
集
金
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
協
議
会
の
推
進
を
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る

　
　
地
域
と
そ
こ
に
住
む
住
民
が
、
ど
の
よ
う
な
関

係
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、
地
域
住
民
と
の

十
分
な
議
論
を
し
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
協
働
の

取
組
み
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
国
や
Ｊ
Ａ
に
よ
る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

　
　
業
」
活
用
を
要
請
し
て
い
る
。
今
後
、
県
内
市

町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
村
の
主
力
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
し
て
、
今

　
　
後
検
討
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
は

何
か
。

　
　
　
ま
ず
は
農
地
の
遊
休
荒
廃
地
化
が
挙
げ
ら
れ

　
　
る
。
特
に
田
ん
ぼ
や
山
際
の
農
地
が
荒
れ
て
い

る
の
で
、
効
率
的
な
利
用
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
担
い
手
育
成
や
経
営
継

承
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
と
若
手
農
家
の
橋
渡
し
が
で
き

る
新
た
な
協
力
体
制
づ
く
り
も
検
討
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

　
　
　
村
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
消
防

　
　
団
詰
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
イ
ラ
ス
ト
や
文
章
を

描
く
な
ど
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
分
団
長
会
な
ど
で
話
題
に
し
て
い
き
た

　
　
い
。
消
防
団
は
火
災
だ
け
で
な
く
日
頃
の
防

火
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
自
然
災
害
や
地
震
災

害
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
有
事
の
際
に
村
民

の
助
け
と
な
っ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
積
極
的
に

広
報
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大月民夫議員

消防団詰所

村
単
独
の
支
援
を
現
在
は
考
え
て
い
な
い

村長原
材
料
高
騰
に
苦
労
す
る
農
家
へ
の
支
援
を

今
年
６
月
号
の
公
民
館
報
で
活
動
を
紹
介
し
て
い
る

村長消
防
団
活
動
を
も
っ
と
村
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
は

連
絡
班
へ
委
任
の「
募
金・寄
付
金
」

等
の
集
金
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

時
代
に
合
っ
た
、新
し
い
協
働
の
取
組
み
議
論
が
必
要

村長 ＱA
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《
７
月
》

４
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

６
日
　
鉢
盛
中
学
校
組
合
議
会

　
　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員

13
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

14
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
長
野
県
町
村
議
会
研
修
会
　
松
本
市

15
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

21
日
　
令
和
４
年
第
３
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

　《
８
月
》

10
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

12
日
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
講
演
会
　

19
日
　
令
和
４
年
第
４
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　《
９
月
》

１
日
　
議
会
改
革
講
演
会 

４
日
　
山
形
村
総
合
防
災
訓
練 

６
日
　
令
和
４
年
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

８
日
　
一
般
質
問

12
日
　
議
会
全
員
協
議
会
（
決
算
説
明
）

14
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
　

15
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

20
日
　
令
和
４
年
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
１
回
議
会
改
革
推
進
検
討
委
員
会

27
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　９月４日、３年ぶりに防災訓練が再開され、なんとなく真新しく新鮮に感じました。もっと
も、参加者は区長・評議員・連絡長など限られた人、内容も安否確認・備蓄倉庫の点検という
物足りないものではありましたが、感染予防対策を取り入れた防災訓練と地域コミュニティの
大切さを再確認したことと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小出　敏裕）

３年ぶりの総合防災訓練が実施された

議会改革本格始動！！

３年ぶりの総合防災訓練が実施された

議会改革本格始動！！

地域避難所での安否確認報告 猫も参加した連絡班の訓練

待望のマンホールトイレ
（トレセン体育館　東口）

村庁舎での防災訓練

　本定例会において、議会改革推進検討特別委員会を設置しました。全議員で構成し、新居禎
三副議長を委員長に選任しました。副委員長は、小林幸司議員、春日仁議員の２名体制です。
　委員会設置に先立ち、９月１日に早稲田大学マニフェスト研究所の中村健氏をお招きして
「議員のなり手不足は解消するか？」と題した講演を聴講しました。　　　　　 （百瀬　章）

第１回議会改革推進検討委員会 講師の話に熱心に耳を傾ける

　
　
　
福
祉
バ
ス
の
利
用
状

　
　
況
は
。

　
　
　
令
和
３
年
の
利
用
者

　
　
数
は
、
平
成
30
年
に
比

べ
千
693
人
増
と
な
り
、
福
祉

バ
ス
は
高
齢
者
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　
　
　
山
形
村
に
お
け
る
新

　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
の
実
態
は
。

　
　
　
把
握
し
て
い
る
人
数

　
　
は
全
て
県
で
集
計
し
て

お
り
、
そ
の
中
か
ら
村
分
を
抽
出
し
た
人
数
で
あ
る
。

令
和
２
年
２
月
26
日
に
対
策
本
部
を
設
置
し
て
以
降
、

令
和
４
年
８
月
31
日
ま
で
に
809
人
の
陽
性
者
が
判
明

し
て
い
る
。

　
　
　
感
染
し
た
家
族
の
状
況
や
要
望
は
。

　
　
　
家
族
の
状
況
は
、
情
報
を
取
得
し
て
い
な
い

　
　
の
で
把
握
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
感
染
者
へ

の
個
別
支
援
も
で
き
て
い
な
い
が
、
国
や
県
か
ら
の

十
分
な
支
援
が
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
貧

大池俊子議員

日
常
生
活
に
影
響
が
出
れ
ば
必
要
が
あ
る

村長新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
相
談
窓
口
の
設
置
は

　
　
　
停
留
所
ま
で
の
移
動
が
大
変
と
の
声
に
つ
い

　
　
て
は
。

　
　
　
半
径
200
メ
ー
ト
ル
以
内
に
停
留
所
が
あ
る
よ

　
　
う
設
定
し
て
い
る
。
降
車
は
、
安
全
が
確
認
さ

れ
れ
ば
停
留
所
外
で
も
可
能
で
あ
る
。
車
両
の
小
型

化
も
検
討
し
て
い
る
が
課
題
も
多
く
あ
る
。

　
　
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
自
主
返
納
と
安
全

　
　
ブ
レ
ー
キ
装
置
取
り
付
け
助
成
の
研
究
は
。

　
　
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

　
　
が
あ
る
の
で
、
山
形
村
公
共
交
通
活
性
化
委
員

福　祉　バ　ス

困
家
庭
に
影
響
が
出
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
全
て
の

方
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と
判
断
し
、
給
付
金
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
自
宅
療
養
者
が
急
増
す
る
中
で
、
健
康
観
察
、

　
　
医
療
と
の
連
携
、
買
い
物
や
食
料
支
援
な
ど
き

め
細
か
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
分
か
り
や
す
い

『
相
談
窓
口
』
の
設
置
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
　
今
後
も
期
間
を
定
め
た
行
動
制
限
の
要
請
措

　
　
置
が
発
令
さ
れ
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
れ
ば
、
対
策
の
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
他
、
子
ど
も
の
医
療
費
18
歳
ま
で
の
窓
口
無

料
化
を
質
問
し
た
。

小出敏裕議員

移
動
に
不
便
さ
や
危
険
を
感
じ
る
方
々
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る

村長・
教育長交
通
弱
者
へ
の
取
組
み
は

会
の
中
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。
移
動
手
段
の
選
択

肢
を
増
や
す
意
味
で
は
、
地
域
で
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
が
大
切
と
思
う
。
安
全
ブ
レ
ー
キ
取
り
付
け
助

成
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る
。

　
　
　
通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
と
対
策
は
。

　
　
　
令
和
３
年
度
の
危
険
箇
所
は
８
箇
所
。
う
ち
、

　
　
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
な
７
箇
所
中
の
４
箇
所
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
中
に
対
策
を
講
じ
る
予
定

で
あ
る
。
残
る
３
箇
所
は
計
画
的
に
対
策
を
進
め
て

い
く
。

　
　
　
歩
行
者
（
特
に
障
が
い
者
）
が
不
便
や
危
険

　
　
を
感
じ
る
場
所
の
調
査
は
。

　
　
　
質
問
場
所
の
点
検
や
調
査
は
特
に
実
施
し
て

　
　
い
な
い
が
、
職
員
や
村
民
か
ら
の
情
報
提
供
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
都
度
必
要
な
対
応
を
し
て
い
る
。
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７
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４
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６
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鉢
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３
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４
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４
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６
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４
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３
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３
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。
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齢
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。
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。
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。
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２
月
26
日
に
対
策
本
部
を
設
置
し
て
以
降
、

令
和
４
年
８
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。
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。
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取
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感
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支
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さ
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。
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、
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に
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が
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ば
、
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の
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が
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。
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で
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を
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。
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や
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る
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の
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に
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る
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弱
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の
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み
は
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の
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で
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を
進
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て
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る
。
移
動
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の
選
択
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を
増
や
す
意
味
で
は
、
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で
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え
合
う
地
域
づ
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り
が
大
切
と
思
う
。
安
全
ブ
レ
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キ
取
り
付
け
助

成
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る
。

　
　
　
通
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路
の
危
険
箇
所
点
検
と
対
策
は
。

　
　
　
令
和
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度
の
危
険
箇
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は
８
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所
。
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ち
、

　
　
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
な
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箇
所
中
の
４
箇
所
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
中
に
対
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を
講
じ
る
予
定

で
あ
る
。
残
る
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箇
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は
計
画
的
に
対
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を
進
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て
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く
。
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行
者
（
特
に
障
が
い
者
）
が
不
便
や
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を
感
じ
る
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所
の
調
査
は
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質
問
場
所
の
点
検
や
調
査
は
特
に
実
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し
て

　
　
い
な
い
が
、
職
員
や
村
民
か
ら
の
情
報
提
供
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
都
度
必
要
な
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を
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る
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発
行
責
任
者議

　
　長

　
　百
瀬

　
　章

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　小
出

　敏
裕

副
委
員
長

　
　大
池

　俊
子

委

　
　員

　
　竹
野
入
恒
夫

委

　
　員

　
　百
瀬

　
　章

委

　
　員

　
　百
瀬

　昇
一

委

　
　員

　
　三
澤

　一
男

　
大
勢
の
お
年
寄
り
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
敬
老
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
年
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
３
年
連
続
の
中
止
で
す
。
来
年
も

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、
区
ご
と
の
実
施
も
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
形
村
議
会
も
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
東
筑
議

員
大
会
・
９
月
の
東
筑
議
員
交
流
会
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
中
止
と
な
り
、
議
会
活
動
に
支
障
が
あ
り
残
念

に
思
い
ま
す
。

（
竹
野
入
恒
夫
）

 

訂
正
と
お
詫
び

　
議
会
だ
よ
り
第
141
号
１
ペ
ー
ジ
目
、
文
頭
の
平
成

４
年
と
４
ペ
ー
ジ
目
、
報
告
の
平
成
３
年
は
、
各
々

令
和
４
年
と
令
和
３
年
の
間
違
い
で
し
た
。

紙
面
に
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

私
の
一
言

私
の
一
言

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　
山
形
村
に
勤
め
こ
れ
ま
で

４
ケ
所
に
配
属
さ
れ
、
様
々

な
業
務
に
就
い
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
感
じ
て
い

る
こ
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ま

と
の
対
話
の
大
切
さ
で
す
。

　
住
民
の
方
々
が
役
員
と
な
り
構
成
さ
れ
て
い
る
組

織
の
事
務
局
と
し
て
４
年
間
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
住
民
の
方
々
と
直
接
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
多
々
あ
り
、
村
の
体
制
に
つ
い
て
の
ご
意
見
か

ら
地
域
で
の
困
り
事
、
時
に
は
身
近
な
世
間
話
ま
で

様
々
な
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
対

話
を
す
る
こ
と
で
築
け
る
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
対
話
は
、
事
業
の
結
果
に
繋

が
り
ま
す
。

　
今
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、

直
接
会
話
を
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
方
々
の
想
い
を
知
る
た
め
の
手
段
や
信
頼
関

係
を
築
く
た
め
の
新
た
な
手
段
を
開
拓
す
る
こ
と
は

必
須
だ
と
考
え
ま
す
。

　
過
去
の
経
験
で
得
た

「
対
話
を
す
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
胸
に
、

日
々
の
業
務
に
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

中 

　原

　雄 

　大
（
税
務
課
）

対 

話 

の 

大 

切 

さ

吉 

　池

　咲 

　輝
（
総
務
課
）

山 

形 

村 

で 

働 
い 
て 
感 

じ 

た 

こ 

と

　
山
形
村
で
働
き
始
め
て
３

年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
３

年
と
い
う
短
い
間
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
や
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
様
々

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
仕
事
を
す
る
職
員
の
姿
を
見
て
、
私
も
色
々

な
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
ら
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
ろ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
形

村
は
自
然
が
豊
か
で
、
特
産
物
な
ど
も
多
く
、
村
民

の
皆
さ
ま
も
温
か
く
て
居
心
地
の
良
い
村
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
更
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、
様
々

な
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
い
く
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
仕
事
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

清水高原に咲く
フクオウソウ
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